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（R７スタディアブロードプログラム　スティルウォーター市訪問団歓迎会） 

本市はクニッテルフェルト市（オーストリア）、スティルウォーター市（米国）、ジャンヂーラ市（ブラジル）と姉妹都

市盟約を、蘇州市（中国）と友好交流都市盟約を締結し、これまで互いに訪問団を派遣するなどの交流を行って

きました。 

令和８年度は、姉妹都市等への理解や親睦を深め、国際感覚を身に付ける機会として、スタディアブロードプ

ログラム（亀岡市中学生海外派遣研修事業）や、フィリピンにおける短期語学研修などを実施します。 

 

 

１ スタディアブロードプログラム　オーストリア・クニッテルフェルト市（受入） 

 

 

（R６ク市派遣事業　交流イベントの様子) 

会見　№２　記者会見資料

令和８年度　国際交流事業の実施について 

 

～スタディアブロードプログラムなど交流事業を実施します～

期　間： １０月中旬～下旬＜６泊７日程度＞ 

訪問者： BG/BRG Knittelfeld 学生　１０人、 

随行教諭　２人 

＊BG/BRG Knittelfeld は大学進学を目指す中高一 

貫校です。 

内 容： 亀岡川東学園での交流・授業体験、ホームステ 

イ、市役所訪問、市内見学（保津川下り、コスモス園な 

ど）、文化体験　など［企画中］
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・亀岡市とクニッテルフェルト市は昭和３９（１９６４）年に姉妹都市盟約を締結。 

・令和６年１月に市長・菱田議長（当時）がクニッテルフェルト市を訪問。クニッテルフェルト市制８００周年及

び姉妹都市盟約締結６０周年記念式典に参加しました。 

・同年１１月には、亀岡市立中学校・義務教育学校生１０人をクニッテルフェルト市に派遣（団長：石野副市

長）。ホームステイや授業参加、中学生との交流、市長表敬訪問、市内視察、文化体験（伝統菓子調理、ワ

ルツ体験等）を行いました。 

・今年度はクニッテルフェルト市の学生１０人を亀岡市に受け入れ、交流します（ク市生徒受入は初）。 

 

 

２ スタディアブロードプログラム　米国・スティルウォーター市（派遣） 

 

 

（R5 ス市派遣事業　アメフト観戦の様子) 

・亀岡市とスティルウォーター市は昭和６０（１９８５）年に姉妹都市盟約を締結。 

・令和５年１０月、市立中学校・義務教育学校生７人をスティルウォーター市に派遣（団長：神先教育長（当 

時））。ホームステイや授業参加、中学生との交流、市長・教育長表敬訪問、市内視察、文化体験（ハロウィ 

ン、BBQ、アメフト観戦等）を行いました。 

・令和６年度は、１０月１９日から２６日にかけて中学生７人、随行教諭２人、市長を含むスティルウォーター市 

訪問団５人を亀岡市に受け入れ、大成中学校での交流やホームステイ、市内視察、亀岡祭山鉾引き体験 

などを行いました。 

・令和７年度も、１０月１２日から１９日にかけて、中学生７人、随行教諭３人を亀岡市に受け入れました。 

・今年度は亀岡市立中学校・義務教育学校生７人をスティルウォーター市へ派遣します。 

・市立中学校・義務教育学校を通して参加者募集を行ったところ、４７人の中学生から応募がありました。 

・一次選考（作文）通過者に対し、二次選考（集団面接）を６月１４日（日）に行い、７人の事業参加生徒を決

定します。 

 

期　間： １０月２９日（木）～１１月６日（金） 

＜８泊９日＞ 

派遣者： 市立中学校・義務教育学校生　７人 

随行者　３人（団長　川勝教育長） 

交流内容： スティルウォーターミドルスクールで 

の交流・授業体験、ホームステイ、市役所訪問、 

市内見学、文化体験（ハロウィン）　など 
［企画中］
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３　フィリピン短期語学研修（派遣） 

 

 

（ラプラプ市と教育協定を締結） 

・令和８年３月、亀岡市はフィリピン共和国セブ州ラプラプ市と教育協定を締結しました。この協定に基づき、

４月から市立中学校および義務教育学校に新たにフィリピン人 ALT（外国語指導助手）を配置し、英語教

育の充実を図っているところです。 

・フィリピンは英語を公用語の一つとし、英語教育の実績が豊富であるとともに、日本からの距離も比較的

近く、効果的な研修環境が整っています。 

・こうした背景も踏まえ、本市では、市内在住の中学生・義務教育学校生を対象としたフィリピンにおける短

期語学研修を新たに実施します。現地での集中的な英語学習に加え、学生交流や生活体験を通じて、実

践的な英語力の向上と異文化理解の深化を図り、将来の進路選択や国際的視野の醸成につなげることを

目的とします。 

・７月ごろに参加者の募集を開始する予定です。 

 

 

４　オクラホマ州立大学　夏季研修（受入） 

 

期　間： ６月１５日（月）～２１日（日）　＊調整中 

訪問者： オクラホマ州立大学生　３人、随行教諭　１人 

交流内容： 市長表敬、市内視察、国際交流イベント「ワールドフェスタ」におけるワークショップ開催 

・スティルウォーター市にあるオクラホマ州立大学の学生を夏季研修として亀岡市に受け入れます。 

・期間中、「ワールドフェスタ（主催：亀岡国際交流協会、共催：亀岡市）」にて、オクラホマ州および米国の文

化を体験できるワークショップ（ドリームキャッチャーづくり）を担当いただきます。 

・亀岡市内の教育機関についても訪問を希望されています（調整中）。 

 

＜ワールドフェスタ「Art でつながろう～こころがおどる　からだがおどる　わくわく～」＞ 

日時：６月２１日（日）　午後１時３０分～３時３０分 

　場所：ガレリアかめおか２階大広間　　参加料：無料 

　内容：①世界をのぞいてみよう　アメリカ、フィリピン、中国のゲストから各国の文化をまなぼう 

②世界のお菓子コーナー、③世界にひとつのドリームキャッチャー（オクラホマ州立大学担当） 

期　間： 令和９年１月中旬～下旬＜６泊７日程度＞ 

派遣者： 市内在住の中学１・２年生　１７人程度 

随行教諭　３人程度 

交流内容： シスターズ・オブ・メアリースクールでの学 

習交流、文化体験、ラプラプ市内等セブ州見学 

（ラプラプ市役所、ラプラプ大学等）など［企画中］

mailto:syoukou-kankou@city.kameoka.lg.jp


【お問い合わせ先】京都府亀岡市　市長公室　秘書課　国際係　担当：伴田（バンダ） 

TEL　0771-25-5083　E-mail：kokusai@city.kameoka.lg.jp 

 

５　小学生受入事業　台湾・宜蘭県（受入） 

 

 

（R７宜蘭県派遣事業　学校交流の様子） 

・これまで亀岡市は環境先進地視察や学生交流、観光プロモーションなどを通じて、台湾の地方自治体や

事業者、教育機関、そして市民の方々と交流してきました。 

・令和６年１０月、市長が宜蘭県を含む台湾の地方自治体を訪問。亀岡市と宜蘭県の今後の教育交流につ

いて協議を行いました。 

・この協議に基づき、令和７年１１月８日から 14 日にかけて、スタディアブロードプログラムとして亀岡市立

中学校・義務教育学校生７人を宜蘭県羅東中学校に派遣しました。 

・宜蘭県との教育交流の一環として、今年度初めて海外小学生の受入交流を実施します。 

　（宜蘭県では、毎年、小学生の海外研修旅行として数日間来日滞在し、研修と観光を行っています） 

 

 

①宜蘭県立　礁渓小学校 

期　間： ７月５日（日）～７日（火） 

訪問者： 小学生　１５人（４～６年生） 

随行教諭・保護者　１０人（団長：簡校長） 

②宜蘭県立　公正小学校 

　期　間： １２月上旬　＊調整中 

訪問者： 調整中 

交流内容： 小学校交流、文化体験、市内視察など［企画中］　
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６　【報告】ウクライナ・トルスカヴェーツ市訪問事業 

 

現地滞在期間： ５月８日（金）～１２日（火） 

派遣者： 市長　桂川孝裕、議長　小川克己、参与　岡部芳彦（神戸学院大学教授） 

交流内容： 市長対談、施設訪問（第三中学校、軍事病院、療養所、福祉施設等）、シンポジウム参加、市内

視察　など 

   

（市庁舎にて歓迎を受けました）        （クルチンスキー市長と協議）    　　　　　 （「栄光の並木道」にて献花） 

   

（第三中学校を訪問） 　　    　　（メモリアルパーク等に桜を植樹）　  　　　　　　　 （記念シンポジウム） 

 

・令和７年２月、大阪・関西万博を契機とした「万博国際交流プログラム」の相手国にウクライナを登録。その

中でトルスカヴェーツ市（西部・リヴィウ州）より本市との交流を希望する意向が示され、同年７月には同市

訪問団を亀岡市に迎え、記念シンポジウムを開催。「友好合意書」を締結しました。 

・令和８年１月、リヴィウ州への渡航に関する規制が緩和されたことから、今後の円滑な交流事業の実施と、

現地視察及び関係者との意見交換のため、トルスカヴェーツ市を訪問しました。 

・戦没者をまつる「栄光の並木道」を訪問。献花を行いました。また、メモリアルパーク等に耐寒性の高い「カ

ンザンザクラ」の苗木を寄贈・植樹し、お披露目を行いました。 

・薭田野小学校とオンライン交流を行った第三中学校も訪問し、交流しました。 

・今回の訪問には在ウクライナ日本国大使館一等書記官、JICAウ事務所長、JETRO ウ事務所長にも同行

いただき、今後の両市及び両国の友好交流について前向きな協議を行いました。
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